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ケベックの12病院において認められたCDAD1703症例
（1719エピソード）を検討した結果

（Loo, VG et al. 2005. N Engl J Med 353:2442-9.)
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1. CDADは22.5症例/1000入院に認められた。

2. 1703症例のうち、110症例がICUでの治療を、 33症例が消
化管切除術を必要とし、117症例がCDADが原因で死亡した。

3. 分離されたClostridium difficile157菌株を調べたとこ
ろ、129株(82.2%)が同一のpulsed field gel 
electrophoresis (PFGE)解析により同一タイプであり、
binary toxin遺伝子(cdt)が陽性であった。

4. コントロール症例と比較して、より多くのCDAD症例で
ニューキノロンおよびセファロスポリン抗菌薬が処方さ
れていた。
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2002-2003年より、カナダ、米国で大流行して
いる菌株の細菌学的特徴
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1. 毒素遺伝子変異型 Toxinotype III

2. Toxin Aおよびtoxin Bの産生量がin vitroで多い。毒素（toxin Aおよ
びtoxin B）産生において負の調節をしている遺伝子tcdCに変異がある。

3. Binary toxin (actin specific ADP-ribosyltransferase)を産生する。

4. 様々なタイピング解析により同一のタイプに属す。

• Restriction Endonuclease Analysis (REA)によりtype BI

• Pulsed field gel electrophoresis (PFGE)解析によりtype NAP1 
(North America PFGE type 1)

• PCR ribotypingによりtype 027

5. BI/NAP1/027株は1984-1990年にも少数分離されている。

→→まったく新しく出現した菌株ではないらしい----
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＊Binary toxin遺伝子(cdt)はPaLoc
には位置していない。

北米流行株では、数塩
基の欠失が入っており、
毒素遺伝子の発現の抑

制がきかない。
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Toxinotype：

PaLocの多様性
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deletion
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BI/NAP1/027株の
tcdC
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2000年から2003年の間に米国の6州における8医療施設で認めら
れた院内集団発生における分離株について調べたところ、8施
設すべてにおいてBI/NAP1株が認められ、5施設では半数以上の
分離菌株がBI/NAP1株であった。
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同様にニューキノロン系抗菌薬の処方変更後にアウトブレイクが発生
したという報告がいくつかの病院からなされている。
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